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交換レート 
 
本調査では、下記に示す交換レートを使用した。 
 
(1) タイバーツ vs. US ドル 
US ドル 1= タイバーツ 34.5 
 
(2) タイバーツ vs. 日本円 
タイバーツ 1 = 日本円 2.75 
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要 旨 

1. 国名 タイ王国 

2. 調査名 「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業」に係る協力準備調査

3. カウンターパート機関 運輸省(MOT) 地方道路開発局(DRR) 

4. 調査の目的 

1) 本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業」の必要性

及び背景を確認し、タイ国 MOT の DRR が作成している事業

スコープ及び事業実施計画等の妥当性を検討し、円借款で支

援すべく案件形成を的確に完了する。 

2) チャオプラヤ川の道路橋 19 箇所の整備効果を確認すると同

時に、我が国の ODA で整備されたチャオプラヤ川の 13 橋梁

について調査し今後の有効活用のための技術支援策を提案

する。 

5. 調査対象地域 バンコク首都圏 (BMR) 

6. 調査内容 

1) 本事業の必要性と背景：バンコク首都圏における道路･橋梁セクターの現状と課題、バン

コク首都圏における道路･橋梁セクターの政策･計画、交通需要予測のレビュー、チャオ

プラヤ川既存橋梁整備による定性的･定量的効果の確認、本事業を踏まえた地域開発計画

の検討。 

2) 事業概要：事業の目的、事業概要、事業費および財源調達計画の確認。 

3) 事業実施体制および運営･維持管理体制：実施機関、運営･維持管理体制の確認。 

4) 事業評価：定量的効果、定性的効果、運用・効果指標の確認。 

5) 環境社会配慮確認：環境社会配慮確認、土地取得状況と住民移転の確認。 

6) チャオプラヤ川既設橋梁に対する橋梁補修･補強調査：ODA で整備された橋梁の予備調

査、予備調査結果。 

7) 我が国の技術支援に係る提案：事業実施中の技術支援、我が国の援助で完成したチャオ

プラヤ川架橋に対する長期的維持管理プログラム作成に係る技術支援、DOH の橋梁維持

管理システム構築に係る技術支援の 3 プログラムを提案。 

7. 主な成果 

7-1 バンコク首都圏の都市構造及び交通網と本事業の有効性について 

1) 本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業 (The Chao Phraya River Crossing Bridge 
at Nonthaburi 1 Road Construction Project)」の F/S と D/D の内容について確認し、2009 年

10 月時点のバンコク首都圏の道路交通事情、パープルライン計画、周辺地域の開発動向
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をはじめとした最新情報を加味し、本事業の妥当性を検討した。検討の結果、本事業は、

第 10 次国家社会経済計画(NESDB、2007～2011 年)の持続可能で住みよい街の目標に合致

していることを確認出来た。また、計画中のパープルラインへのアクセスも可能で、バ

ンコク首都圏の道路以外の交通システムとも連携できる優良な計画であることも確認出

来た。 

2) BMA コンプリヘンシブプランのバンコク首都圏の将来像の中でノンタブリ県は副都心

の一つとして位置付けられており、本事業サイト周辺は確実に発展するものと予想され

る。本事業による橋梁建設及び従来からのプラナンクラオ橋とラマ V 世橋、更には既設

の南北道路軸を含めた交通ネットワーク機能を考慮して、ノンタブリ県の今後の都市構

造マップを作成した結果、チャオプラヤ川西岸への市街地拡大が見込まれ、本事業の重

要性が確認出来た。 

3) チャオプラヤ川にはバンコク首都圏に限っても 20 橋梁が建設されてきた。過去の橋梁建

設と都市化のパターンを調べたところ、橋周辺で都市化が拡大してきている。本事業に

よるチャオプラヤ川を挟んだ交通容量拡大は、ノンタブリが副都心として機能するため

に将来的に有意義である。 

4) 交通調査結果、本事業の事業費及び経済分析結果から、本事業の基本ケースで EIRR が

22.0%という結果を得た。また、費用 10～20%増加と便益 10～20%マイナスに対する感度

分析を行った結果、最低でも EIRR は 17.3%となることが確認出来た。 

7-2 事業の内容の妥当性の確認 

1) 本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業 (The Chao Phraya River Crossing Bridge 
at Nonthaburi 1 Road Construction Project)」の D/D 作業の成果である P/Q 図書及び入札図書

の内容を確認した。施工業者の P/Q 図書及び入札図書は JICA ガイドラインを遵守し作成

されていることを確認出来た。 

2) 入札図書のうちの詳細設計図面について重点的に確認した結果、入札図面は基本設計レ

ベルの図面枚数であり、受注業者によって追加的に作成すべき図面枚数が多くなること

が判明した。本調査団は、D/D 実施中のタイ国コンサルタントに対し、建設費の積算に

業者による図面作製費を追加計上すべきこと、入札図書に作成すべき追加的図面がある

ことを明示することを指摘した。D/D コンサルタントは調査団指摘事項を反映すること

を約束した。 

3) D/D コンサルタントが作成した詳細設計図面について工事中の品質・安全及び将来の維

持管理に着目して確認した。大きな問題はないものの、調査団は D/D コンサルタントに

橋梁細部構造と道路幾何構造、インターチェンジの細部について幾つかの改善すべき事

項を伝えた。D/D コンサルタントは、入札図書配布前までに改善することを約束した。 

4) D/D コンサルタントが行った積算内容を確認した結果、工事項目の抜け落ち、鋼ケーブ

ル単価の過小見積もり等が判明したことから、本調査団は D/D コンサルタントにこれら

を指摘した。本調査団のタイ国での調査期間内に建設費について修正作業を D/D コンサ
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ルタントはこれら指摘事項に基づいて積算内容の修正を済ませた。 

5) 施工計画と事業実施計画を確認した結果、概ね妥当であることが確認出来た。実施計画

通りに進むと仮定すれば、E/N と L/A 調印が 2010 年 3 月、P/Q と入札を含む施工業者調

達・契約締結・L/C 開設が 2011 年 4 月、工事開始が 2011 年 5 月となる。そして、建設工

事完了が 30 カ月後の 2013 年 10 月が予定される。 

6) 本調査団は、DRR の橋梁の維持管理体制、予算、チャオプラヤ川の橋梁の維持管理状況

について調査した。DRR は、チャオプラヤ川の橋梁 11 箇所を維持管理しているが、管理

状態は良好であることが確認出来た。本事業の橋梁が完成した後についても DRR の維持

管理能力から判断して、適切に維持・補修が続けられるものと考えられる。 

7) 環境・社会配慮の現状について EIA をレビューし、また追加調査を行って現状の環境（水

質、大気質、騒音、振動）を確認した。また、2009 年 11 月時点で移転住居 123 世帯のう

ち 8 世帯がプロジェクトサイトに留まっていることを書類で確認した。DRR は、プロジ

ェクト開始までに 8 世帯が移転することに同意していると回答した。仮に移転が行われ

ない場合は強制収用法の適用となり、全ての移転は工事前に完了すると DRR は考えてい

る。 

8) 全体としてD/Dコンサルタントの成果品とDRRの計画は妥当であることを調査団は確認

出来た。しかし、タイ国で最初の建設となるエクストラドーズド橋を含む本事業の実施

に際しては、我が国からの技術支援を活用し、品質・安全を十分確保して行く必要があ

る。 

7-3 我が国の援助した既設のチャオプラヤ川架橋の維持管理状況調査 

1) 本調査団は本事業の調査に加えて、バンコク首都圏のチャオプラヤ川にある 20 橋梁のう

ち我が国が援助した DRR 管理の 11 橋、DOH 管理の 3 橋、EXAT 管理の 1 橋に対して目

視調査を行った。 

2) DRRの管理する 11橋とEXAT管理の 1橋は十分維持管理が行われていることが確認出来

た。 

3) DOH の管理する 3 橋梁のうちノンタブリ橋（鋼トラス）の損傷が著しいこと、及びプラ

ナンクラオ橋（PC 箱桁）の中央ヒンジが損傷を受けている可能性があることが判明した。

このことから DOH のチャオプラヤ川橋梁の維持管理に係る我が国からの技術支援が必

要であると考えられる。 

4) DRR の橋梁は維持管理が十分行われているが、DRR は今後も可能な限りこれらの既設橋

梁を使用し続ける意向を持っている。そして、将来的に DRR が経験したことのない補強

工事や補修工事が必要となると考えられる。このことから、DRR の管理する 11 橋の橋梁

毎に詳細調査を行い、将来の補強・補修工事を含めた維持管理プログラムを我が国から

の技術支援のもとで作成することが望まれる。 
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8 結論と提言 

1) DRR の本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業」は、タイ国で最初のエクスト

ラドーズド橋の建設を含むものである。この形式の橋梁は我が国の技術開発努力により

建設されるようになった事実がある。一方、橋梁の D/D はタイ国内コンサルタントが実

施したもので、作成された図面は基本設計レベルであり建設中に設計変更が頻発する可

能性が高く、また施工監理コンサルタントもタイ国内コンサルタントが携わることが予

定されている。エクストラドーズド橋の建設実績の無いタイ国での橋梁工事の品質と安

全確保し、我が国からの円借款事業を遺漏無く進める上で JICA コンサルタント・チーム

が工事中に各種確認作業を行う技術支援が有効である。 

2) バンコク首都圏のチャオプラヤ川には 20 箇所に橋梁が建設されている。その 75%に相当

する 15 橋は我が国の援助で建設されたもので、バンコク首都圏の最も重要な交通インフ

ラの一つであり、日・タイ友好関係の象徴でもある。これらの橋梁は将来も利用され続

けるものであり、適切な維持管理が重要である。 

現在、DRR が 11 橋、DOH が 3 橋、EXAT が 1 橋の維持管理を行っている。本調査団

による目視検査の結果、DRR と EXAT の維持管理する橋梁は適切な維持管理が継続され

ており緊急の補修の必要性は認められなかった。しかし、DOH の維持管理する橋梁のう

ちの 2 橋梁では、部分的な損傷が見つかっている。 

DRR の維持管理する 11 橋は、鋼トラス橋、鋼プレートガーダーの跳開橋、PC 箱桁橋、

鋼斜張橋と様々であり、橋梁毎に維持補修内容が異なってくる。現状の橋梁の維持管理

状態は良好であるものの、DRR が経験したことのない維持補修の必要性を今のうちから

把握し、将来の個別的維持管理プログラムを中・長期的観点から作成する必要がある。

この中・長期的維持管理プログラムの作成に対して我が国からの技術支援が不可欠であ

る。 

DOH の維持管理する 3 橋梁のうち 2 橋梁で部分的な損傷が見つかっている。 

EXAT の 1 橋（鋼斜張橋）は建設終了直後から綿密なモニタリングとその後の維持補修

が適切に行われている上に EXAT の組織と財務体質が健全であることから我が国からの

技術支援の必要性は考え難い。 

3) 本調査団は DRR と DOH の維持管理システムに関して聞き取り調査した。DRR は全国に

約 6,000 箇所ある既設橋梁の維持管理データ・ベース(BMS: Bridge Maintenance System)を
完成し、次に橋梁の維持管理と新橋建設の優先付けを可能にする総合的システム(BMP: 
Bridge Master Plan)の構築に着手している。一方、DOH は、20 年前にデンマークの技術支

援でデータ・ベース(BMMS: Bridge Maintenance Management System)を試みたが未完成の

まま放置した経験を持つ。また、2 年前に世銀の支援で全国の国道にある約 16,000 橋の

橋梁維持管理システム構築を目指したが、実現に至らなかった。 

本調査団は、チャオプラヤ川の維持管理状態として DOH のものは他の 2 機関のものよ

りも著しく見劣りすること、全国の国道管理者として橋梁維持管理で最も重責のある機

関であることに鑑みて DOH の橋梁アセット・マネジメントを行うための技術支援が必須
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であると判断した。その第一歩として、先ず橋梁維持管理のためのデータ・ベース構築

と約 16,000 橋のうちの概ね 1,000 橋の橋梁健全度調査の方法と補強・補修の優先順位付

け、補強・補修工事の計画立案に至るまでの技術移転のために我が国からの技術支援が

必要であると認識した。我が国は、円借款事業として DOH に多数のプロジェクトを支援

してきていることから、この橋梁維持管理分野での技術支援は、我が国のタイ国に対す

る ODA 事業としても喫緊の課題である。 

 
 



 
第 1 章 

序章 
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第1章 序章 

1.1 調査の背景 

1.1.1 バンコク首都圏 の道路・橋梁整備 

チャオプラヤ川の河口付近で両岸に発展してきたバンコク首都圏は図 1.1.1 に示すバン

コク都と周辺 5 県（サムットプラカーン、サムットサーコーン、パトムタニ、ノンタブリ、

ナコンパトム）から構成され、総面積 7,761.5 平方キロメートル、2008 年時点の登録人口

は約 1,007 万人に達する。バンコク首都圏はバンコク都を中心に周辺 5 県に発展し、近年

の人口増加率は約 1.5%である。タイ国内で人口密度の第 1 位はバンコク都（4 千人/km2
超）、ノンタブリ県が第 2 位（約千 7 百人/km2）そしてパトゥムタニ県が第 7 位（約 6 百

人/km2）で、人口密度の観点から両県とも更なる人口増加の進行が予想される。 

 

図 1.1.1 バンコク首都圏 

バンコク首都圏の幹線道路・橋梁整備事業を内務省(MOI)の公共事業局(PWD)、運輸省

(MOT)の道路局(DOH)、タイ道路公社(EXAT)、バンコク都(BMA)が実施してきた。2002
年 10 月 9 日、内務省(MOI)の共事業局(PWD)及び地方振興開発事務所(ARD)が合併し、運

輸省の中に地方道路開発局(DRR)が設立された。この DRR 設立後、DRR はバンコク都以

外の新規の道路・橋梁建設事業を実施し、バンコク都内のものについては BMA が実施す

ることとなっている。一方、既に完成し維持管理下にあるものは DRR が PWD の道路・

橋梁を引き続き管理している。 

本架橋事業は、ノンタブリ県に位置し、DRR が実施機関である。 

本事業架橋予定地点
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1.1.2 チャオプラヤ川の架橋群と我が国の ODA 事業 

図1.1.2に示すとおりバンコク首都圏を縦断するチャオプラヤ川には現在20箇所で架橋

されている。1926 年に仏・英援助で完成したラマ 6 世鉄道橋が、最初に建設されたチャ

オプラヤ川に架かった橋梁である。その後、道路橋が数多く完成し、2009 年 10 月時点で

19 箇所の道路橋（産業環状道路の北橋梁と南橋梁を合わせて 1 橋とした）、1 箇所の鉄道

橋の合計 20 箇所の橋梁が完成している。なお、BTS Sky Train が 2009 年に既存のタクシ

ン橋の上下車線の分離空間に LRT 専用橋梁を建設したため、鉄道系の橋梁は 2 箇所であ

る。なお、各橋梁の概要については付録-1 を参照。 

チャオプラヤ架橋には日本援助によるものが 15 箇所あり、総数の 75%にのぼる。戦後

まもない 1950 年代に賠償事業としてノンタブリ橋、クルントン橋、クルンテープ橋に対

して跳開橋と鋼トラスからなる同一形式の橋梁を建設したことに始まる。そして 1971 年

に第 1 次円借款から今日まで我が国の ODA とし 13 箇所の橋梁が整備された（クルンテ

ープ橋の補修を含む。建設に限ると 12 箇所）。殊に、1980 年代のバンコク首都圏の交通

渋滞は極めて深刻なものであったが、我が国の ODA がバンコク首都圏のチャオプラヤ川

を挟んだ交通渋滞の緩和に大きな貢献を果たした歴史がある。しかしながら、既存の架橋

地点の多くは交通渋滞が解消されておらず、人・モノの円滑な流れを阻害するボトルネッ

クとなっている。 

そして現在、DRR がノンタブリ県で 1 箇所（当該建設事業）、BMA がバンコク都で 4
箇所、EXAT がバンコク都で 1 箇所の合計 6 箇所に交通渋滞の解消のための新橋建設事業

を計画している。 
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図 1.1.2 チャオプラヤ川架橋群及び本事業の架橋地点 
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1.1.3 「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業」 

2009 年 10 月時点におけるノンタブリ県にある橋梁は全部で 5 箇所である。北側からノ

ンタブリ橋（我が国の賠償事業で 1959 年に完成したパトムタニ県境の橋）、ラマ 4 世橋（別

名パクレット橋で第 22 次円借款により 2006 年に完成）、新プラナンクラオ橋（2008 年に

完成）、プラナンクラオ橋（別名新ノンタブリ橋で第8次円借款事業により1985年に完成）、

ラマ 5 世橋（別名ワットナコーンイン橋で第 20 次円借款事業として 2002 年に完成したバ

ンコク都境の橋）となっている。 

本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業 (The Chao Phraya River Crossing Bridge 
at Nonthaburi 1 Road Construction Project)」は、タイ国で人口密度第 1 位のバンコク都の北

側に接する同第 2 位のノンタブリ県に計画されている。この計画は交通渋滞の激しいチャ

オプラヤ川東岸と潜在的経済発展が期待されているチャオプラヤ川西岸の直接的な渡河

手段を確保し、特に朝夕のピーク時における深刻な交通渋滞の緩和をはかるものである。 

本事業は、タイ国運輸省地方道路局 (Department of Rural Road (DRR), Ministry of 
Transport)が実施機関である。現在、タイ側では自己資金により本事業の F/S 及び D/D を

タイ国内コンサルタントに委託し、既に F/S 報告書作成を完了し、入札書類も作成済みで

ある。 

本事業は、橋長 460m 往復 6 車線のエクストラドーズド橋を含む全長 4.3km 往復 6 車線

の道路、インターチェンジ 2 箇所（左岸側始点部ノンタブリ通り 1、右岸側終点部ラチャ・

プルック道路）、フライオーバー1 箇所の施設建設で構成されている。概要を図 1.1.2 に示

す。 

本事業は上述したとおりタイ国内コンサルタントが F/S と D/D を実施し、更にタイ国

政府は工事の施工監理業務を国内コンサルタントに委託する予定の事業である。 

タイ国政府は、本事業の建設に関し我が国のODAによる借款を希望していることから、

本事業の協力準備調査（以下、本調査）を行う。更に、本調査は過去に我が国の ODA で

支援してきた事業の有効活用のために、我が国からの技術支援について調査する。 
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PC Extradosed Bridge 
Total Length = 460m, 6 lanes 
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1.2 調査の目的 

本調査の目的は次の 2 つに集約される。 

1) 本事業「ノンタブリ地区チャオプラヤ川架橋事業」の必要性及び背景を確認し、タ

イ国 MOT の DRR が作成している事業スコープ及び事業実施計画等の妥当性を検討

し、円借款で支援すべく案件形成を的確に完了すること。本事業では我が国の得意

技術分野であるエクストラドーズド橋が採用されている。本調査の中で D/D のレビ

ューを行い、品質及び安全管理上問題のない事業実施と運営・維持管理に必要な技

術支援策を提案する。 

2) チャオプラヤ川の道路橋 19 箇所の整備効果を確認すると同時に、我が国の ODA で

整備されたチャオプラヤ川の 13 橋梁について調査し今後の有効活用のための技術支

援策を提案すること。また、我が国の ODA 事業で支援したタイ国 MOT の DOH の

管理する国道の橋梁維持管理を効率的に実施するための技術支援を提案すること。 
 
1.3 調査対象地域 

広義にはバンコク首都圏を調査対象地域とするが、技術面の調査対象地域はタイ側が

D/D を実施しているチャオプラヤ川左岸側のノンタブリ 1 道路のインターチェンジ計画

地点から右岸側のラチャ・プルック道路のインターチェンジ計画地点までの 4.3km 及びそ

の周辺地域とする。 
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図 1.3.1 調査対象地域 
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